
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 M日 本ゼネ2■」―ビス

1 事業の成果

11月 に矯正。保護施設関連のフォーラムを関西地域で開催した。刑務所や保護観察所に代表

される矯正保護施設における対象者 (受刑者など)のうち、アルコールの問題を持つ人たちに対す

る矯正支援活動の報告と基調講演、シンポジウムを行った。

多くの矯正保護施設関係者に協力をいただいたとともに、現在の矯正支援活動にかかわる報告

と問題点を協議し、AAのプログラムを活用したアルコール依存症からの回復のための情報提供な

らびにグループ活動の必要性、今後の嬌正支援活動の指針を確認しあった。

なおフォーラムは現地ならびにオンライン会議システム(ZOOM)を併用し開催した。矯正支援活

動に関心を寄せる多くの方が参加できるよう環境を整えた。

また、9月 に東京都で開催されたアルコール・薬物依存関連学会合同学術総会に参加した。ア

ルコール医療関係者や行政関係者、及び報道関係者にAAを知ってもらう機会として書籍・パンフ

レットの展示と頒布、関係者向けのアンケートヘの協力依頼と資料配布を行った。

本法人の目的である、アルコール依存症者の自助活動 (アルコホーリクス・アノニマス、

略称AA)に対する支援を年間を通じて行った。
一例として、AAが 日本で活動を開始してから50年の節目を迎えるに当たり、AAのこれ

までの歴史や先達の歩みを振り返り、今後より充実した自助活動に活かすためのフォーラム

の開催を支援した。

10月 27日 から10月 31日 にかけて、ニューヨーク (アメリカ合衆国)において開催さ

れたWSM(ワ ール ド・サービス・ミーティング)に参加した。50の国と地域から75名 の
参加者、開催国議長等が参加した。

「デジタル時代における3つの遺産 :今 日生まれつつあるアルコホーリクに対する私たち

の大きな責任 (The Three Legacies in the Dirtal Era:Our Great Responsib■ ty to the

AlcOhOLc Belng Born Ъday)」 をテーマに参加各国のAAの代表者とさまざまな問題につ

いて情報交換や協議を行つた。日本国内のみならずアルコールの問題を持った人たちへ手を

差し伸べる活動を展開するための有意義な会議となった。

(1)情報提供事業

今年度の増刷件数は昨年より増加した。

増刷にあたっては在庫と頒布実績から増刷時期を把握し適正なタイミングで行っている

が、基本書籍である『アルコホーリクス・アノニマス (ビッグブック)』 の改訂が行われ、



第 4版が頒布開始されたことが要因として挙げられる。また改訂作業に多くの労力を費やし

たために2023年 6月 以降は新刊の発行には至っていないが、準備は継続中である。

アマゾン販売では、『アルコホーリクス・アノニマス (ビッグブック)ハードカバー』、
『どうやって飲まないでいるか』、『アルコホーリクス・アノニマス 成年に達する』、『 12
のステップと12の伝統』、『回復への道 パートⅢ、Ⅳ』、『アルコホーリクス・アノニマス
(ビッグブック) 朗読CD』 を引き続き取り扱つている。
アマゾン販売においてはいずれの書籍も例年通りの販売数を維持していることから、アル

コール依存症からの回復を求めている人が依然として多く存在することを窺わせる。

広報活動として、月刊誌「BOX‐ 916」 や季刊「AA日 本ニューズレター」などを例年と

変わらずに専門医療機関や行政機関へ届けている。この広報活動を継続することは、専門医

療機関や行政機関との協力関係の維持と構築のために必要であると考えている。

また「AA公式ポスター」のデザインを一新し、A4版を2万枚印刷した。専門医療機関
や行政機関のみならず、多くの市民にAAを知っていただくためのツールとして活用してい

きたい。

AAの活動が社会資源の一つとして存在感を持ち、信頼を得られるよう、引き続き情報の

発信に努めていきたい。

(2)自助活動の育成支援事業

AAのプログラムに基づくグループ活動の実践が、アルコール依存症からの回復に効果をもたら

すことが経験的に示されている。そのグループ活動を支援するため、国内で 600あまりの自助活動

グループに対し全国研修会を開催し、国内各地域の代表者らとともにこれまでの活動の情報交換

を行い、今後の方針について協議した。

また前述の通り、広報活動のための定期刊行物や書籍、資料等の贈呈配布は例年と同様に行

った。

(3)国際協力事業

世界との交流については、前述のように 10月 にニューヨーク (アメリカ合衆国)で開か

れたWSM(ワール ド・サービス・ミーティング)に参加をして、世界各地の参加者ととも
に各国の現状を話し合った。



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【33,250】 千円)
定訳に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

アルコ
からの
提供事

―ル依存症
回復の情報
業

(1)印刷物の作成頒布

アルコール依存症からの
回復のためのパンフレッ
ト、ニューズレターの発行

通年

3人

アルコール依存症
者およびその家族、
支援者、医療機関等
関係者など全国不
特定多数

18,295

(2)書籍の発行頒布

AAプ ログラム必須の書
籍の頒布

通年

(3)BOX-916の 発
行頒布

定期刊行誌の発行

毎月

1回

自助活動の育成支
援事業 全国研修会

2月 4日 、

2月 10日

～ 11日

オンライ

ン
10人 アル

コール依存症
者および支援者

10,701

日本
フ

の AAを振 り返 るフォ
ム 3月 24日

兵庫県

西宮市
3人
アルコール依存症
者およびその家族、
支援者多数

全国矯正・保護施設フォー
ラム

11月 22日
大阪府

大阪市
4人

アルコール依存症
者およびその家族、
支援者、保護観察
所、弁護士、医療機
関等関係者多数

書籍、冊子の贈呈配布 毎月 1人
アルコール依存症
者および支援者、医
療機関等関係者

国際協力事業
国際協力活動

ワール ド・サービス・ミー
ティング

10月 27日

～ 31日

ニ ュ ー ヨ

ーク

(ア メ リ

カ合衆国)

2人

50ヶ 国とそれに伴
う言語地域
アルコール依存
者および支援者、
療機関等関係者

症
医

4,255



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)

B 用

その他経費

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

2 881,906

売上原価
自助活動育成支援費

国際協力活動費

通信運搬費

水道光熱費
旅費交通費
広報資料費

消耗品費
新聞図書費
地代家賃

保険料
租税公課
諸会費
リース料

0

0

0

332,829

143,089

81,772
0

300,825
0

1,260,160

77,400

8,772

1,375

102,525

1 献金
献金

国際協力献金

評議会分担金

18,990,988

750,000

100,000

20.140,988

30(] 000

振替額
振替額

金 振

警讐[i‐響籍頒Ⅲルター頒布警互否呑易扇希
14,231,033

370,164

175,560

8,023,185

15.547

115 ('」 5そ の

3 その他収益
為替 ,「益

受腋利日

受取
「
象料

雑収入

|

0.

1.128

()

16.

1,144

【A 益

売上原価

自助活動育成支援費

国際協力活動費

通信運搬費

水道光熱費

旅費交通費
広報資料費

消耗品費

新聞図書費
地代家賃

租税公課

諸会費
リース料

支払手数料

業務委託費
理事会開催費

雑費

9,054,795

1,745,604

1,841,381

915,279
393,495

224,874
611,269

827,268

0

3,465,440

624,800
0

281,943

0

1,162,623

194,276

11.895,321

21.

43

600

7 679

49 921

lS 343

11 553

生

(2)その他経

(1)人
給料手当

法定福利費

退職給付費用

9,972,372

1,631,806

272,800

彗理費

役員報酬

給料手当

法定福利費
退職給付費用

0

3,626,317

593,384

99,200

4.325.571

(, 670福利厚生

(1)人

叉 益 計

:       摯 ヒ_壺二____」 歴止」薔L__

|



支払手数料

業務委託費
理事会開催費

1,146.186

422,772‐

01

1 201

用

8.207.477

41.457.398

一般正味財産増減の部
当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【Bl 1.600.2810

8.819,819

b 41 988会南lt全

1,802,831

600,000
国際協力献金

評議会分担金

2

献金 -300 000

へ の

国際協力献金

評議会分担金

-750,000

-100,000

819

の

の

7

指定正味財

当

C

益

固

過 正

D 用

固 産売

外

災害損失

過年度損益修正

C】 ― [) 0当 期 経 常 外 増 減 額

及 び 、2,

日11 繰越正味財
27 63

法人税、住民

正

70.000

18.081.531



事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

円 )

(1) 形 固

87,000

その
2,300,000

A

1

2

の

27 651 773
( 459 483

(2) 形 固
電話加入権

(3)投
敷金

865,878
19,701,596
624,816

現金

預金

未収入金

30.038,773

2

+

1

0

2 757 142

7 142

B-1

1,075,935
137,668
918,739
624,800

未払金

預 り金

仮受金

未払消費税
計 ・

の正

1,052,831
500,000

|1際 力

会献全 6 116 988
II平議会分担金

B-2

正 7 669 819

【B「_3_
‖|| 越正味財産額

の

正

一般正味財産及び指定正味財産合計  【B-2】 +【 B-3】

1 53() 281

19 611 812

18,()81,531

27.281.631

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 十 【B-2】 十 【B-3】 30.038.773

書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 6年度 貸借対照表

【A】 資 産 合 計 ①+②

|

許

「

~葛



書式第 16号 (法第 28条関係 )

令和 6年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 AA日本ゼネラルサービス

重要な会計方針

財務諸表の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正
会計基準協議会)によつています。
(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

NPO法人

2.事 業別損益の状況

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は27,281,631円 ですが、そのうち7,669,819円は、下記のように使途が特定され

ています。 したがつて使途が制約されていない正味財産は19,611,812円 です。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を

明らかにするために必要な事項
・事業費と管理費の技分方法

共通経費は事業部門と管理部門における従事割合にて按分

い
０

4

事業部門計 管理部門 合計科 目
情報提供
事業

自助活動
育成支援
事業

国際協力
事業

15,076,724

22,799,942

115,605

5,064,264

1,144

20,140,988

22,799,942
115,605

1,144

4,874,353

22,799,942

115,605

9,452,371 750,000

43.057.679750,000 37,992,271 5,065,40827,789,900 9,452,371

13,598,689

2,225,190

372,000

25,013

1,284,467

210,181

35,137

2.363

9,972,372

1,631,806

272,800

18,343

3,626,317
593,384

99,200

6,670

4,315,140
706,098

118,043

7,937

4,372,765
715,527

119,620

8,043
16.220,8921,532,148 11,895,321 4,325,5715,147,218 5,215,955

9,054,795

1,745,604

1,841,381

915,279

393,495

224,874

611,269

827,268

3,465,440

624,800

281,943

1,162,623

194,276

11.553

332,829

143,089

81,772

300,825

1,260,160
77,400

78,772

1,375

102,525

1,146,186

422,772

4,201

9,054,795

1,745,604

1,841,381

1,248,108

536,584

306,646

611,269

1,128,093

4,725,600
77,400

703.572

1,375

384,468

1,146,186

1,585,395

194,276

15,754

1,745,604

436,515

172,543

98,604

316,598

362,747

1,519,554

123,628

509,796

194,276

5.066

1,841,381

60,861

50,683

28,964

106,554

446,357

149,749

36,315

1,488

417,903

170,269

97,306

294,671

357,967

1,499,529

9,054,795

624,800

122,000

503,078

4,999
25,306.50621.354,600 3,951,9065,484,931 2,722,35213,147,317
41,527,39833,249,921 8,277,47710,700,886 4,254,50018,294,535
1,530,2814,742,350 -3,212,069-1,248,515 -3,504,500

I 経常収益
1 献金
2 事業収益
3.その他事業収益
4.その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

法定福利費
退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
売上原価

自助活動育成支援費

国際協力活動費

通信運搬費

水道光熱費

旅費交通費
広報資料費

消耗品費

地代家賃

保険料

租税公課

諸会費
リース料

支払手数料

業務委託費
理事会開催費

雑費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 9,495,365

備考当期減少額 期末残高期首残高 当期増加額内容

1,052,831877,088 750,000国際協力献金 925,743
100,000600,000 500 000

6,116,9882,243,625 300,000
評議会分担金等

記念集会献金 4,173,363
0

8 匝DB 匹ロ 7.669.8195.099.106合計 ■□□面□■■固回回



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

の

1 産

現金預金

現金

普通預金

定期預金

振替 口座
PayPal

きらばし銀行
きらばし銀行
立教郵便局

865,878'

16,237,051
2.003.2291

1,193,5461

267,770

未収金
書籍頒布 624,816

624,816

棚卸資産

書籍 6,459,483

6 459 483

27 651 773
ク

¨

(1) 形 定資産

)

(2) 形
電話加入権 87,000

87 000

(3)投 その の
敷金 2,300,000

300 000

2 387

30,038,773

1,700,735

の

2

()

1

918 739

2 757 142

B-1

仮受金 918,739

未払金

書籍仕入

社会保険料
未払消費税
その他

818,895
257,040
624,800
0

預り金
源泉徴収税
社会保険労務士 報酬源泉税
住民税

82,190
18,378
37,100

137.6681~ ~~T

2.757.142

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 27.281.631

20,567,474

【A】 資 産 合 計 ①+②

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

含___量__L」二_



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所■

びにこれらの者についての前事彙年度における颯目の有無を記●した名簿 )

特定非営利 法人AA日本ゼネラルサービス

1 ・確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた

期間
氏   名

1
監事

オオシマ エイコ 令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
4コ:

大嶋 栄子

2 o監
事
スカ
゛
ヌマ ナオキ  令和 6年 7月 6日

令和 6年 12月 31日

盛

菅沼 直樹

3 監事

マエサト  ヒトシ 令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 31日
征

真栄里 仁

4
⌒

理ヽ
=′

監事
ナカ・サワ  ヒロユキ 令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 31日

4霊

長澤 裕之

5 監事
タンセイ  ミノル

 
令和 6年 4月 1日

令和 6年 12月 31日 `正

丹生 実

6 監事
オタニ゙ イクオ

 

令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 31日

4霊

小谷 育男

7 r覆軍ヽ 監事V

ササキ  シ
゛
ュンイチ  令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
征

佐々木 純一

8 監事

ユデワ ノリコ 令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
征

湯澤 則子

9 監事

コ ウ ケンタロウ
 

令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
4コ:

郷 健太郎

10 監事
ササイ  クンシ
・ 令和 6年 4月 1日

令和 6年 12月 31日
4コ:

笹井 健次



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

11 監事

イシカワ  ヒロシ

 
石川 洋

令和 6年 4月 1日

令和 6年 12月 31日
毎

12 o監
事

アライ  フミノフ
・

新井 文伸

令和 6年 1月 1日

令和 6年 7月 10日
征

13 監事

カサ′ヽラ エイシ
゛

笠原 栄治

令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
狂

14 監事
タサキ マミ

田崎 麻美

令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
征

15 監事
イマイ カツノリ

今井 克典

令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 31日 `聾

16 理
夕
゛
ク
゛
ラス  ク
゛
ルーテ・イ  

ダグラス・グルーディ

令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 31日

4EE

17 理
オオサコ マサヤ

大迫 将也

令和 6年 1月 1日

令和 6年 12月 31日
征

18

⌒

薩評
理

(

イマイ カツノリ

今井 克典

令和 6年 4月 1日

令和 6年 12月 31日
鉦

理事



書式第 3号 (法第 29条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 6年 12月 31日 時点
特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

氏   名

1 大嶋 栄子

2 菅沼 直樹  

3 丹生 実  

4 郷 健太郎  

5 笹井 健次

6 佐々木 純一  

7 湯澤 則子  

8 石川 洋  

9 田崎 麻美

10 笠原 栄治   

11 大迫 将也

12 今井 克典



特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

令和 6年度  監査報告書

特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス 定款第 36条の規定により理
事長が作成し、提出された

1.令和 6年度 事業報告書

2.令和 6年度 活動計算書

3.令和 6年度 貸借対照表

4.令和 6年度  財産目録

を監査した結果、いずれも正確にして適法であることを認めます。

ftfrz+ 2E lL F

監事  大迫 将也

監事  今井 克典




